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となる．ただし， sij , s′ij は次のような定義である．
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熱の分散 θ′2 を支配する式

(5.34) に 2θ′ をかけて平均をとることによって求められる．
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乱れの運動量フラックスを支配する式

(5.33)×u′
k と，その i と k を置換した式を加え，全体の平均をとることによ

り求められる．( (5.41) はこの式で k = i の縮約をとったものである．)
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